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背景
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様々な分野において、ビッグデータ分析によるデータの利活用が活発化

Ø 医療情報のIT化、SNSの普及に伴い、爆発的にデータ量が増加

Ø General Purpose GPUの出現による計算機の処理能力の向上

・マーケティング分野: 購買傾向の調査、在庫予測

・経済分野: 過去の時系列データからの株価予測

医療分野においてもビッグデータの活用が進んでいる

・医療分野: 画像診断、診断補助

医療データの蓄積
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k近傍法とk平均法の違いと詳細 @NoriakiOshita
https://qiita.com/NoriakiOshita/items/698056cb74819624461f

https://qiita.com/NoriakiOshita/items/698056cb74819624461f


目的
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医療ビッグデータを用いて開発時における医薬品リスクを
予測し，安全性評価の指標とする
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目的

20200120 5

複数の有害事象をカテゴライズし、投薬後に発症するリスクのある

有害事象を提示することで安全性評価の指標とする

懸念すべき有害事象
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今回は予測モデルの評価のため、
ICD-10大分類を用いてカテゴライズ

入力

患者背景(合併症, 年齢, 性別)を入力とし，

どの有害事象が起こりうるかを予測，懸念すべき有害事象を提示
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研究方法
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データソース

メディカル・データ・ビジョン社から得られた

大規模医療病院事務・DPCデータ

調査対象期間

2016年1月から2017年12月

使用項目

病名データ: 
患者ID・受診月・年齢・性別・ICD10分類コード

薬剤データ: 
患者ID・受診年月日・ATCコード

対象患者

0歳～15歳児の小児糖尿病患者
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研究方法
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1. データクレンジング

- 患者背景・有害事象を抽出、データセット作成

- 学習用/テスト用データに分割

2. モデル作成

学習用データより予測モデルを作成

入力：患者情報 出力：有害事象の器官別大分類

患者背景: 
年齢・性別・合併症

有害事象薬剤

3. 評価

テスト用データを用いて、予測精度を算出

A

B

C

ICD-10大分類
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対象疾患の抽出

教師データ
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ターゲットの薬剤(糖尿病用薬)を決定

薬剤・疾患を時系列順にソート

投薬前の対象疾患を除いた傷病を合併症、
投薬後の傷病を有害事象とする

ターゲット薬剤の対象疾患(糖尿病)を抽出

e.g.糖尿病

薬剤の抽出

( ATCコード: A10xx )
( ICD-10コード: E10xx )
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K近傍法
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入力に近いk個のデータから，多数決によって分類を行う手法

データ
(4, 3, ?)

k=3

k=8 k A B

1 1 0

2 1 1

3 1 2

8 5 3

A

B

近距離を優先

(1, 2, B)

(2, 0, B)

(5, 2, A)

(4, 7, A)

(3, 1, B)

本研究においては，
A, BはICD-10コードの大分類を表す

入力：名義尺度で数値化した年齢・性別・合併症
出力：名義尺度で数値化した有害事象のカテゴリ

入力 出力

とした

2次元の場合

本研究では

… … …
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結論と今後の課題
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Ø 簡易的にICD-10コードの大分類を用いて分類を行った．
Ø k-NNを用いて患者背景から投薬後の有害事象の分類予測を行い，

予測精度の評価を行った．

目的

Ø クラスタリング手法等を用いてICD-10コードに依存しない
新たな分類の作成

Ø 複数の有害事象を分類し、投薬後に発症するリスクのある
有害事象群を予測・提示することで安全性評価の指標とする

方法

p 今後の課題

Ø 精度向上に向け，
入力パラメータの多次元化や他のアルゴリズムの使用

p 結論
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